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図２ 心肺蘇生実施についての自信 n＝224 ＊p＜.001
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心肺蘇生法についての学習の様子
６．今年度のまとめと来年度への課題
緊急時の救命行動に関する9項目について、過去の受講履歴毎に平均値を出したが、受
講歴ありの群内の度数に開きが大きく、回答者主観に依存的なスケールであったことによ
り度数が少ない群での回答に偏りが強く起きていた可能性も考えられた。現在、児童学科
の学生の秋セメスターの質問紙調査を実施しており、看セメスター、秋セメスター2回の
結果の比較や自由記述部分の分析についても実施していきたい。
また、今年度の春セメスター実施分の質問紙には、人工呼吸に関する項目が抜けている
ことが質問紙回収後に判明した。現職保育士の質問紙調査についての調査をはじめ、次年
度に向け質問項目の修正や追加項目などについて研究者間で再度検討したい。
参考文献
・体育活動時における事故対応テキスト～ASUKAモデル～（平成24年さいたま市）
・日本救急医療財団心肺蘇生法委員会監修『救急蘇生法の指針2015（市民用）』（平成27年
厚生労働省）
・『学校における心肺蘇生とAEDに関する調査報告書』（平成30年日本学校保健会）
・『学校の危機管理マニュアル作成の手引き』（平成30年文部科学省）
・『心肺蘇生の実践と AEDの活用～児童生徒の心臓突然死ゼロを目指して～（平成31年
公益財団法人日本学校保健会）
白子純子・片川智子・細野美幸・伊藤常久62
